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議員のホンネ選挙特集第 3 弾
　三春町議会議員選挙が、９月30日の任期満了に伴い行われる予定です。そこで、171号（２月発行）
から 172号（５月発行）、173号（今号）の３回に分けて選挙特集と題して掲載してきました。
　今回が最終回です。

１
５
２
億
円
で
す
が
、
適
正
・

的
確
・
厳
正
に
審
査
す
る
に
は
、

現
在
の
16
名
の
議
員
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。

　
町
や
村
議
会
は
生
活
給
の
報

酬
は
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
議
員
報
酬
だ
け
で
生
活

が
成
り
立
た
ず
、
若
い
方
の
立

候
補
は
難
し
い
の
が
現
状
で
す
。

そ
し
て
当
選
す
る
に
は
、
あ
る

程
度
の
票
が
必
要
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
地
域
推
薦
か
党
推

薦
を
得
る
か
が
近
道
で
す
。
私

の
場
合
、
今
後
の
生
活
は
？
お

金
が
か
か
る
、
多
く
の
人
た
ち

の
協
力
が
必
要
、落
選
し
た
ら
？

等
々
で
妻
が
大
反
対
で
し
た
。

当
選
後
も
、
議
員
の
家
族
な
の

で
毎
日
緊
張
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。

　
私
は
、
３
６
５
日
一
年
中
議

員
活
動
し
て
い
る
と
、
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
町
民
の
た
め
、

地
域
の
た
め
、
町
の
た
め
で
す
。

そ
ん
な
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

多
く
の
皆
様
の
立
候
補
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
議
員
に
な
り
、

素
晴
ら
し
い
三
春
ま
ち
づ
く
り

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

議
員
定
数
と

な
り
手
不
足
に
つ
い
て

　
議
会
と
は
町
（
執
行
側
）
の

チ
ェ
ッ
ク
、
監
視
機
関
で
す
。

町
は
町
民
・
区
長
会
・
ま
ち
づ

く
り
協
会
・
各
地
区
か
ら
の
要

望
を
聞
き
な
が
ら
時
代
に
合
っ

た
予
算
編
成
し
、
議
案
と
し
て

議
会
に
提
出
し
ま
す
。
議
会
は
、

議
案
審
査
を
行
い
、
身
の
丈
に

合
っ
た
予
算
編
成
に
な
る
よ
う
、

多
岐
に
わ
た
っ
て
審
査
し
ま
す
。

　
役
場
庁
舎
建
設
で
は
、
議
員

側
で
提
案
し
た
桜
ホ
ー
ル
、
多

目
的
ス
ペ
ー
ス
な
ど
が
採
り
入

れ
ら
れ
、
立
派
に
完
成
い
た
し

ま
し
た
。
町
を
良
く
す
る
も
悪

く
す
る
も
、
執
行
側
と
議
会
に

か
か
っ
て
い
ま
す
。

　
全
国
的
に
議
員
定
数
の
削
減

が
続
い
て
い
ま
す
が
、
な
り
手

不
足
が
深
刻
で
す
。

　

三
春
町
の
予
算
規
模
は

は
い
ま
せ
ん
。

　
地
域
で
の
様
々
な
行
事
等
に

参
加
し
、
多
く
の
町
民
に
会
い
、

町
に
対
す
る
声
を
聞
く
な
ど
、

や
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。

　
「
町
村
議
員
の
報
酬
は
生
活
給

で
は
な
い
」
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
手
取
り
で
15
、
６
万
円
で

す
の
で
、
他
に
仕
事
が
な
け
れ

ば
大
変
で
す
。
し
た
が
っ
て
兼

職
が
許
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
般

的
に
は
、
会
社
を
辞
め
て
ま
で

町
村
の
議
員
に
な
る
の
は
難
し

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
い
く

ら
か
で
も
報
酬
を
上
げ
な
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　
議
員
定
数
削
減
す
べ
き
と
言

う
議
員
（
少
数
）
の
理
由
は
、「
議

員
を
や
る
人
が
い
な
い
か
ら
」

と
言
い
ま
す
が
、「
で
は
や
る
人

が
多
か
っ
た
ら
増
や
す
の
で
す

か
」
の
声
に
返
答
は
あ
り
ま
せ

ん
。
議
員
は
減
ら
す
べ
き
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
。

議
員
と
は

　
私
は
、
７
期
28
年
議
員
生
活

に
就
い
て
き
ま
し
た
。

　
議
員
と
は
、
多
く
の
町
民
の

方
の
声
（
ま
ち
づ
く
り
に
対
す

る
要
望
・
意
見
）
を
町
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
執

行
側
よ
り
出
さ
れ
る
事
業
案
件

（
議
案
）
を
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
本

当
に
オ
ー
ケ
ー
を
出
し
て
も
良

い
の
か
、
議
会
の
中
で
議
論
を

し
て
決
め
る
こ
と
で
す
。
さ
ら

に
決
め
た
こ
と
は
、
き
ち
っ
と

執
行
さ
れ
て
い
る
の
か
、チ
ェ
ッ

ク
（
監
視
）
す
る
の
も
議
員

の
仕
事
で
す
。
議
員
の
仕
事

は
、
議
会
に
出
席
す
べ
き
日
数

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
１
年

３
６
５
日
議
員
で
す
。「
あ
の
議

員
は
、
今
日
は
議
会
が
な
い
の

で
議
員
で
は
な
い
」
と
言
う
人 議長　佐

さとう
藤　弘

ひろし

副議長　影
かげやま
山　初

はつきち
吉
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時
代
の
先
を
行
け

　
議
会
運
営
委
員
会
は
、
議
長
・
副
議
長
・

各
委
員
長
・
副
委
員
長
・
の
計
８
人
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

議
会
運
営
が
ス
ム
ー
ズ
に
運
ぶ
よ
う

に
、
定
例
会
議
の
日
程
設
定
や
議
案
・
請

願
・
陳
情
の
委
員
会
付
託
を
決
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
時
々
の
課
題
な
ど
を
話
し
合

い
、
議
会
に
提
案
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
期
の
４
年
間
で
議
会
条
例
を
、
時
代

に
あ
っ
た
も
の
に
、
少
し
ず
つ
変
え
て

き
ま
し
た
。
通
年
議
会
・
産
休
・
長
期
欠

席
時
の
減
給
制
度
な
ど
新
た
に
設
け
ま
し

た
。
ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
し
た
こ

と
に
よ
り
、
紙
の
資
料
を
大
幅
に
減
少
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
毎
回
の
よ
う
に
本
会
議
に
条
例
を
提
出

し
て
き
ま
し
た
。
緊
張
し
ま
し
た
が
、
時

代
に
あ
っ
た
も
の
に
で
き
、
良
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。

議会運営委員長
山
やまざき
崎　ふじ子

責
任
あ
る
判
断

　
総
務
常
任
委
員
会
は
総
務
課
、財
務
課
、

企
画
政
策
課
、
税
務
会
計
課
を
所
管
し
て

い
ま
す
。
町
行
政
の
重
要
な
課
だ
け
に
、

大
変
や
り
が
い
の
あ
る
委
員
会
で
も
あ
り

ま
す
。

　
５
名
の
委
員
で
審
査
を
行
い
、
そ
の
中

で
出
さ
れ
る
意
見
は
、
深
く
追
求
す
る
も

の
や
提
案
す
る
事
な
ど
様
々
で
す
。

　
ま
た
、
現
地
調
査
で
は
現
状
を
確
認
す

る
な
ど
、活
発
な
審
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
３
月
・
９
月
時
に
は
、
所
管
外
の
課
も

す
べ
て
審
査
を
行
い
ま
す
。

　
町
政
を
決
め
る
の
は
議
会
、
そ
し
て
そ

の
町
政
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
も
議
会
で
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
肝

に
銘
じ
、
町
民
の
代
表
と
し
て
、
責
任
あ

る
判
断
を
し
な
け
れ
ば
と
思
い
、
４
年
間

委
員
長
と
し
て
務
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

総務常任委員長
鈴
すずき
木　利

としかつ
一

委
員
が
減
る
中
で

　
こ
の
４
年
間
の
中
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
拡
大
に
よ
り
議
員
活
動
・
常
任
委
員

会
の
視
察
研
修
な
ど
自
粛
制
限
、
行
動
制

限
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
で
、
何
が
で
き
る
の
か
模
索
し
な
が
ら

の
活
動
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　
昨
年
11
月
に
は
、合
同
に
よ
る
秋
田
県・

山
形
県
へ
視
察
研
修
へ
、
今
年
２
月
に
は

議
会
運
営
委
員
会
で
埼
玉
県
・
栃
木
県
へ

活
動
範
囲
も
拡
大
で
き
る
ま
で
に
な
り
ま

し
た
。
５
月
以
降
は
、
コ
ロ
ナ
も
５
類
に

な
り
、
委
員
会
で
は
学
校
関
係
の
現
地
調

査
に
入
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
苦
労
し
た
点
は
、
メ
ン
バ
ー

５
名
か
ら
３
名
に
減
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と

で
す
。
委
員
会
で
は
、
活
発
な
意
見
は
出

ま
し
た
が
、
心
配
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
住
民
の
代
表
で
あ
る
私
達
は
、
く

れ
ぐ
れ
も
自
己
管
理
に
は
十
分
に
気
を
つ

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

文教厚生常任委員長
松
まつむら
村　妙

たえこ
子

運
営
を
円
滑
に

　
委
員
会
の
人
数
は
５
名
で
構
成
さ
れ
、

委
員
長
は
、
５
名
の
中
よ
り
選
任
さ
れ
ま

す
。
話
し
合
い
の
中
で
、
私
が
経
済
建
設

常
任
委
員
会
委
員
長
に
選
任
さ
れ
、
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
委
員
会
の
所
管
は
、
産
業
課
・
建
設
課
・

企
業
局
が
あ
り
ま
す
。
三
春
町
議
会
定
例

会
議
は
、
３・６・９
・
12
月
と
年
４
回
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
年
数
回
臨
時
会
議
も
あ

り
ま
す
。
議
会
開
催
に
な
れ
ば
、
委
員
長

と
し
て
書
記
と
日
程
設
定
等
を
作
成
し
ま

す
。
３
月
は
、
本
年
度
予
算
な
ど
６・９
・

12
月
は
補
正
予
算
や
一
般
会
計
予
算
、
特

別
会
計
予
算
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

を
、
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
可
決
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

経済建設常任委員長
佐
さ く ま
久間　正

まさとし
俊
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定例会
6月会議

　
令
和
５
年
定
例
会
６
月
会
議
は
６
月
２
日
か
ら
６
月
７
日
ま
で
開
催
さ

れ
、
町
長
か
ら
令
和
５
年
度
各
会
計
補
正
予
算
を
は
じ
め
、
三
春
中
学
校
校

舎
及
び
体
育
館
の
L
E
D
改
修
工
事
な
ど
８
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
の
結
果
、
全
議
案
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
員
か
ら
は
、
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改
正
や
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化

に
関
す
る
意
見
書
な
ど
３
議
案
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
全
会
一
致
で

可
決
さ
れ
関
係
機
関
に
意
見
書
を
送
付
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
議
案
の
正
式
名
称
は
、
７
ペ
ー
ジ
の
議
案
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

み
は
る
で
暮
ら
し
て
み
ま
せ
ん
か

み
は
る
で
暮
ら
し
て
み
ま
せ
ん
か

【
新
事
業
】旧
中
妻
中
学
校
跡
地
宅
地
造
成

町
が
住
宅
研
究
会

に
土
地
を
売
却

し
、
宅
地
造
成
を
任
せ
る

こ
と
に
な
る
の
か
。

町
は
土
地
の
売
却

と
財
政
支
援
を
行

い
ま
す
。
住
宅
研
究
会
で

は
、
旧
中
妻
中
学
校
跡
地

に
あ
る
体
育
館
を
解
体
し

造
成
工
事
を
行
っ
た
後
、

分
譲
ま
で
行
い
ま
す
。

住
宅
研
究
会
は
何

社
が
在
籍
し
て
い

る
の
か
。建

築
業
者
は（
株
）

渡
伝
組
、（
有
）サ

ワ
ケ
ン
住
宅
、（
株
）菊
地
住

建
、（
有
）ワ
タ
シ
ョ
ウ
、（
株
）

宗
形
工
務
店
の
５
社
で
す
。

問問 答

答

新たな宅地造成へ新たな宅地造成へ新たな宅地造成へ新たな宅地造成へ

補
正
予
算

　
三
春
町
住
宅
研
究
会
と
連
携
し
、
郡
山
市
に
近
く
利
便
性

が
あ
り
、
需
要
が
見
込
め
る
旧
中
妻
中
学
校
跡
地
（
三
春
町

大
字
斎
藤
字
町
田
地
内
）
を
活
用
し
た
、
宅
地
造
成
の
事
業

を
行
い
ま
す
。

造成計画案

みはるぐらし
QR

旧中妻中学校跡地
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電
力
等
価
格
高
騰
重
点
支
援

マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
購
入

　
物
価
高
騰
な
ど
の
影
響
を
受
け
た
生
活
支
援
者
や
、
事
業

者
支
援
の
た
め
の
補
正
予
算
な
ど
を
計
上
し
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
２
億
２
、２
５
５
万
円
を
追
加
し
ま
す
。

　
「
書
か
な
い
窓
口
の
推
進
」
と
「
時
間
短
縮
」
を
図
る
こ

と
で
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
、
役
場
庁
舎
１
階

に
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
を
導
入
し
ま
す
。

発
行
で
き
る
証
明

書
の
種
類
は
。

　

住
民
票
の
写
し
、

印
鑑
証
明
書
、
戸

籍
の
全
部
事
項
証
明
書
、

戸
籍
の
付
票
、
課
税
証
明

書
関
係
で
す
。

れ
ば
な
ら
な
ら
な
い
の
で

は
な
い
か
。
ま
た
、
電
気

料
が
25
％
上
が
っ
た
場
合
、

今
年
度
、
町
の
施
設
で
金

額
的
に
ど
の
く
ら
い
に
な

る
か
試
算
し
て
ほ
し
い
。

６
月
か
ら
の
電
気

料
値
上
げ
に
つ
い

て
は
、
家
庭
用
や
低
圧
の

契
約
が
対
象
で
、
一
般
家

庭
用
は
25
％
上
が
り
ま
す
。

役
場
や
小
中
学
校
等
は
、

４
月
か
ら
電
気
料
が
上
が

っ
て
お
り
、
前
年
度
比
1・

5
倍
で
予
算
計
上
し
て
い

ま
す
。

18
歳
ま
で
支
給
す

る
プ
リ
ペ
イ
ド
カ

ー
ド
は
、
国
か
ら
１
０
０

マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機

は
ど
こ
に
設
置
す

る
の
か
。役

場
庁
舎
１
階
の

エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

％
の
補
助
率
の
交
付
金
が

支
給
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、

年
何
回
支
給
さ
れ
る
の
か
。

財
源
は
10
分
の
10

で
あ
り
、
所
得
制

限
な
く
す
べ
て
の
18
歳
未

満
の
子
ど
も
に
、
年
１
回
支

給
さ
れ
ま
す
。

問

問

問答 答

答 答

補
正
予
算

事　業 補正額 概　要

子育て応援臨時給付金事業 2,240万円
低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別
給付金に加え、所得等の制限をしないかたちでの給付
事業を行います。

学 校 給 食 費 支 援 事 業 512万円 小中学校の給食の仕入れ価格が上昇しているなか、学校
給食費への価格転嫁を抑制するための取組みを行います。

児 童 福 祉 施 設 給
食 費 支 援 事 業 104万円

幼稚園・保育所の給食の仕入れ価格が上昇しているな
か、学校給食費への価格転嫁を抑制するための取組み
を行います。

ふるさと三春学生応援事業 136万円 三春町出身の県内外在住在学生等に三春町産米等を送
ることで生活支援を行います。

医 療・ 福 祉 事 業 者
等 支 援 交 付 金 事 業 1,083万円 原油価格・物価高騰等影響を受けている医療・介護・障が

い等の事業者に対する給付事業を行います。

６月補正予算に計上された主な支援事業

学
校
給
食
費
支
援

事
業
に
関
連
し

て
、
町
で
は
給
食
費
の
無

料
化
は
検
討
し
て
い
る
の

か
。

郡
山
市
な
ど
も
無

料
に
な
り
、
田
村

市
や
小
野
町
で
も
条
件
付

き
の
無
料
化
を
始
め
て
い

る
た
め
、
三
春
町
で
も
検

討
を
始
め
ま
し
た
。

電
力
価
格
高
騰
分

の
交
付
金
は
、
今

月
か
ら
の
電
気
料
の
値
上

が
り
分
に
も
対
応
す
る
も

の
か
。

今
回
の
国
か
ら
の

交
付
金
は
、
こ
れ

ま
で
の
物
価
高
騰
や
電
気

料
高
騰
に
対
す
る
支
援
で

す
。

ふ
る
さ
と
三
春
学

生
応
援
事
業
は
、

何
人
分
を
想
定
し
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
一
人
分
は

い
く
ら
か
。２

５
０
名
ほ
ど
想

定
し
て
い
ま
す
。

米
や
三
春
素
麺
な
ど
、
一

人
当
た
り
５
、０
０
０
円
程

度
の
セ
ッ
ト
で
す
。

国
か
ら
の
交
付
金

が
な
く
な
っ
た
場

合
、
町
自
体
で
考
え
な
け

問

問問問

答

答答

みはるカード
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借
入
金
、
補
助
金

及
び
自
己
資
金
の

内
訳
は
。中

小
企
業
経
営

合
理
化
資
金
１
、

５
０
０
万
円
、
中
小
企
業

経
営
コ
ス
ト
削
減
の
補
助

金
３
０
０
万
円
、
自
己
資

金
３
５
０
万
円
、
合
計
２
、

１
５
０
万
円
で
す
。

モ
ン
ベ
ル
の
出
店

に
あ
わ
せ
て
田
園

国
保
税
は
こ
れ
か

ら
上
が
る
の
か
。

被
保
険
者
の
人
数

が
減
っ
て
い
る
こ

と
や
、
加
入
し
た
被
保
険

者
の
所
得
が
下
が
っ
て
い

る
た
め
税
率
を
下
げ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
一
人
当
た

り
の
医
療
費
が
上
が
っ
て

い
る
こ
と
も
影
響
し
て
い

ま
す
。

ス
マ
ホ
で
の
入
力

は
ど
の
よ
う
に
す

る
の
か
。最

初
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
と
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
い
、

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
い
う

ア
プ
リ
に
登
録
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

生
活
館
を
改
装
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う
に

改
装
す
る
の
か
。

本
館
１
階
売
店
の

陳
列
棚
等
の
更
新

と
新
館
１
階
の
壁
・
床
の

張
り
替
え
、
照
明
器
具
の

L
E
D
化
、
２
階
浴
室
の

改
修
、
階
段
室
等
の
改
修

な
ど
で
す
。

７
割
・
５
割
・
２

割
の
軽
減
に
該
当

す
る
世
帯
は
ど
の
程
度
い

る
の
か
。７

割
軽
減
が
約

９
０
０
人
、
５
割

軽
減
が
約
６
８
０
人
、
２

割
軽
減
が
約
４
７
０
人
で

す
。

操
作
は
教
え
て
も

ら
え
る
の
か
。

窓
口
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
と
ス

マ
ホ
を
お
持
ち
い
た
だ
け

れ
ば
、
操
作
を
お
手
伝
い

い
た
し
ま
す
。

答

答答

答

答答

問

問問

問

問

問

　
株
式
会
社
三
春
ま
ち
づ
く
り
公
社
が
行
う
設
備
投
資
に

対
し
て
、
町
が
利
子
補
給
や
信
用
保
証
料
の
支
援
を
行
い

ま
す
。

　
地
方
税
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
い
、
町
の
条
例
も
改
正

し
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
電
子
証
明
書
機
能
を
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
へ
搭
載
す
る
機
能
が
提
供
さ
れ
た
た
め
、
マ
ル

チ
コ
ピ
ー
機
で
印
鑑
登
録
証
明
書
を
交
付
す
る
際
の
規
定

を
整
備
す
る
た
め
、
条
例
を
改
正
し
ま
す
。

議
　
　
　
案

第
三
セ
ク
タ
ー
へ
公
的
支
援

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
改
正

印
鑑
条
例
の
改
正

陳
情
者　
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
の
継
続
配
置
を
求
め
る　

　
　
　
　
市
民
の
会
・
三
春

　
　
　
　
共
同
代
表　
大
河
原
さ
き
、
二
瓶　
朝
夫

結　
果　
不
採
択

陳
情
者　
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
福
島
県
連
合
会

　
　
　
　
田
村
地
区
連
合
会　
議
長　
美
輪　
佑
樹

結　
果　
採
択

陳
情
者　
田
村
森
林
組
合

　
　
　
　
代
表
理
事
組
合
長　
矢
吹　
盛
一

結　
果　
採
択

陳
　
　
　
情

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る

意
見
書
提
出
陳
情
書

森
林
環
境
譲
与
税
の
譲
与
基
準
の

見
直
し
を
求
め
る
陳
情
書

G
X
推
進
法
案
に
関
す
る
陳
情
書

森林再生へ

改装予定の売店
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＜町長提出議案＞

＜議員提出議案＞

＜付託陳情事件＞

　町長から提出された８議案と議員から提出された３議案の審議結果は、次の通りです。

区分 議　　案 結果
規則 三春町議会会議規則の一部を改正する規則の制定について 可決

意見書
地方財政の充実・強化に関する意見書の提出について 可決
森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める意見書の提出について 可決

区分 議　　案 結果

陳情
GX推進法案に関する陳情書 不採択
地方財政の充実・強化を求める意見書提出陳情書 採択
森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める陳情書 採択

定例会６月会議提出議案および審議結果一覧

※ ■の議案は、審査内容の一部を 4 ページから 6 ページに掲載しています。

区分 議　　案 結果

補正予算
令和５年度三春町一般会計補正予算（第２号）について 可決
令和５年度三春町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について 可決
令和５年度三春町介護保険特別会計補正予算（第１号）について 可決

条例
三春町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 可決
三春町印鑑条例の一部を改正する条例の制定について 可決

契約 三春中学校校舎及び体育館 LED改修工事請負契約について 可決

その他
三春町第三セクターへの公的支援について 可決
町道路線の認定について 可決

本
田 

忠
良

橋
本 

善
次

井
上　

  

聡 

新
田 

信
二

山
崎
ふ
じ
子

鈴
木　
利
一

佐
藤  

一
八

三
瓶 

文
博

松
村 

妙
子

篠
崎　

 

聡

佐
久
間
正
俊

橋
本
善
一
郎

影
山 

常
光

隂
山 

丈
夫

影
山 

初
吉

佐
藤　

  

弘

1 3 4 10 9 9 3 5 10 15 2 10 4 1 8 0

議員別一般質問回数
　現在の議員は９月 30日で任期満了を迎えるため、令和元年 10月に改選されてから現在に至るまで、一
般質問を行った回数を議員別に紹介します。

※佐藤弘議員は、令和元年 10月から現在に至るまで議長を務めています。
※井上聡議員は、令和４年６月に辞職しました。
※隂隂山丈夫議員は、令和４年７月にご逝去されました。

（令和元年 12月～令和５年６月　全 15回）
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　定例会６月会議では、６月３日に一般質問を行い、６名の議員が町政について町執行側に対し
質問しました。
　当日は、３階議場や大会議室において、傍聴者の皆さんが議員による質問と執行者の答弁のよ
うすに、熱心に耳を傾けていました。

※ 誤字の修正や表現の統一を除き、議員から提出された原稿をそのまま掲載しています。

町  政  を  問  う町  政  を  問  う
一 般 質 問 に 6 人 登 壇

　定例会議において、各議員が住民の代表として行財政全般にわたり町当局の考え方や疑問をただすこと
です。単に疑問を晴らし事実関係を明らかにするだけでなく、現行政策の見直し、新規政策を提言する議
員の重要な活動です。

一般質問とは

①モンベルストアの誘致・出店について、町民の期待と
　政策共有について
②コロナ感染症対策後の滝桜観光対策の再生・再構築に
　ついて

影
かげ

　山
やま

　常
つね

　光
みつ

  議員 P9

①今のＰＴＡの問題点は
②幼児への英語教育はP10篠

しの
　崎

ざき
　　　聡

さとし

  議員

①三春町の消防団組織について
②子どもの遊び場についてP11山

やま
　崎

ざき
　ふじ子  議員

①インバウンド観光に対する多言語表記について
②町の LINE公式チャンネルについてP12鈴

すず
　木

き
　利

とし
　一

かつ

  議員

①熱中症対策の推進について
②障害者手帳のアプリミライロＩＤ導入についてP13松

まつ
　村

むら
　妙

たえ
　子

こ

  議員

①町長選について
②住宅団地造成についてP14影

かげ
　山

やま
　初

はつ
　吉

きち

  議員
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モ
ン
ベ
ル
ス
ト
ア
が
、

三
春
の
里
隣
接
に
出
店
す

る
。
町
活
性
化
拠
点
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

質
問
１

　
誘
致
形
態
は
公
設
民
営

と
い
う
こ
と
だ
が
、
基
本

協
定
・
施
設
整
備
合
意
書

の
内
容
は
。

町　
長

　

町
が
施
設
を
整
備
す
る

こ
と
。
モ
ン
ベ
ル
が
店
舗

運
営
を
行
う
こ
と
。
合
意

し
た
内
容
の
実
現
に
向
け

て
、
今
後
も
誠
意
を
持
っ

て
、
協
議
す
る
こ
と
の
３

点
で
す
。

質
問
２

　
合
意
内
容
の
詳
細
は
今

後
分
か
る
の
か
。
公
設
民

営
は
、
国
の
補
助
金
を
活

用
で
き
る
の
か
。

町　
長

　
今
後
意
見
を
交
わ
し
な

が
ら
成
文
化
し
ま
す
。
公

設
民
営
は
、
町
と
モ
ン
ベ

ル
双
方
に
と
っ
て
、
国
の

補
助
金
活
用
や
初
期
投
資

抑
制
な
ど
に
よ
る
メ
リ
ッ

ト
を
、
見
出
し
た
結
果
で

す
。質

問
３

　
広
域
拠
点
と
し
て
、
三

春
の
里
と
の
相
乗
効
果
を

最
大
限
発
揮
す
べ
き
。

町　
長

　

モ
ン
ベ
ル
の
集
客
能
力

に
期
待
し
、
地
域
全
体
の

経
済
効
果
に
繋
げ
ま
す
。

質
問
４

　

周
遊
整
備
の
考
え
や
、

三
春
の
里
の
店
舗
展
開
の

変
更
予
定
は
あ
る
か
。

町　
長

　

県
内
第
１
号
店
と
い
う

こ
と
を
P 

R
し
、
共
存
共

栄
を
目
指
し
ま
す
。

質
問
５

　
サ
イ
ク
リ
ン
グ
客
の
安

全
性
確
保
や
、
円
滑
な
公

共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
の
考
え
は
あ
る
か
。

町　
長

　

具
体
的
な
体
制
整
備
に

向
け
、検
討
を
進
め
ま
す
。

質
問
6

　
モ
ン
ベ
ル
ス
ト
ア
誘
致

に
係
る
町
民
の
理
解
と
、

共
有
は
ど
う
考
え
る
か
。

町　
長

　

新
た
な
人
の
流
れ
を
生

み
出
す
た
め
の
企
業
誘
致

と
考
え
、
皆
様
と
情
報
共

有
し
な
が
ら
進
め
ま
す
。

モ
ン
ベ
ル

政
策
共
有
を

町経済活性化に相乗効果を期待

集客能力と流れを生む魅力発信

問

答

影
かげ

　山
やま

　常
つね

　光
みつ

 議 員

質問者の録画映像
はこちらから

経
費
か
け
過
ぎ
観
桜
料

の
見
直
し
を

経
費
削
減
と
料
金
見
直

し
を
検
討
す
る 

問答

質
問
１

　
今
年
の
滝
桜
観
光
客
は

１２
万
５
千
人
、
観
桜
料
２

千
７
百
万
円
。
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
の
滝
桜
観
光
総
点

検
を
す
べ
き
で
は
。

町　
長

　

観
光
客
の
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
推
進
し
ま
す
。

質
問
２

　

数
年
間
対
策
費
が
４
～

５
千
万
円
と
常
態
化
し
て
い

る
が
、縮
減
対
策
は
あ
る
か
。

町　
長

　
経
費
削
減
に
努
め
ま
す
。

質
問
３

　
平
成
18
年
ス
タ
ー
ト
し

た
観
桜
料
3
0
0
円
は
、

時
代
的
に
妥
当
か
。
町
費

負
担
を
軽
減
す
べ
き
。

町　
長

　

他
の
観
光
施
設
の
料
金

を
調
査
し
、
見
直
し
を
検

討
し
ま
す
。

コロナ後の
滝 桜 観 光
再 生 は

枯れ枝に着雪します

滝桜協力金による剪定
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幼 児 期 の
英語教育は

幼
児
期
の
英
語
は
必
要
で

は
と
い
う
意
見
が
あ
る
が

英
語
指
導
助
手
の
増
員

は
予
定
し
て
い
な
い

問答

質
問
１

　
幼
児
へ
の
英
語
教
育
に

つ
い
て
、
英
語
の
早
期
教

育
を
行
う
メ
リ
ッ
ト
は
な

に
か
。

子
育
て
支
援
課
長

　

英
語
の
リ
ス
ニ
ン
グ
能

力
が
高
く
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

質
問
２

　
デ
メ
リ
ッ
ト
は
な
に
か
。

子
育
て
支
援
課
長

　
日
本
語
の
習
熟
が
遅
れ
、

論
理
的
な
思
考
力
や
物
事

を
伝
え
る
表
現
力
が
低
く

な
る
、
と
の
指
摘
が
あ
り

ま
す
。

質
問
３

　
英
語
の
早
期
教
育
に
対

す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

子
育
て
支
援
課
長

　
母
国
語
の
日
本
語
の
習

熟
が
優
先
と
考
え
ま
す
。

質
問
４

　
外
国
人
英
語
指
導
助
手

の
増
員
は
出
来
な
い
か
。

子
育
て
支
援
課
長

　
外
国
人
英
語
指
導
助
手

の
増
員
は
予
定
し
て
お
り

ま
せ
ん
。

制
的
と
い
う
こ
と
は
、
相

応
し
く
な
い
と
考
え
ま
す
。

加
入
し
な
い
こ
と
で
、
不

利
益
が
生
じ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
十
分
な
配
慮
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

④
会
員
の
親
睦
と
い
う
側

面
が
あ
る
の
で
、
効
率
的

に
、
取
り
組
ん
で
い
け
れ

ば
と
考
え
ま
す
。

⑤
会
費
の
強
制
徴
収
は
、

相
応
し
く
な
い
と
考
え
ま

す
。
会
費
の
負
担
が
困
難

な
方
に
は
、
就
学
補
助
費

の
交
付
対
象
と
し
て
お
り

ま
す
。

⑥
個
人
情
報
漏
洩
は
、
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
と
考
え
ま

す
。

⑦
会
費
の
使
途
に
つ
い
て
、

不
明
と
い
う
こ
と
が
発
生

し
な
い
よ
う
、
学
校
を
通

じ
て
、
注
意
喚
起
を
し
た

い
と
考
え
ま
す
。

⑧
当
町
に
お
い
て
は
、
そ

の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
と

は
聞
い
て
い
ま
せ
ん
。
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
皆
様
に
は
、
三
春

の
教
育
の
一
翼
を
担
っ
て

い
た
だ
け
る
も
の
と
、
認

識
し
て
い
ま
す
。

教
育
長   

①
会
議
出
席
や
行
事
で
の
役

割
分
担
等
で
、
負
担
を
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い

ま
す
。
過
度
な
負
担
に
な
ら

な
い
よ
う
事
業
計
画
を
、
検

討
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る

と
こ
ろ
で
す
。

②
こ
れ
ま
で
、
継
続
さ
れ

た
事
業
を
見
直
し
会
員
の

負
担
軽
減
に
、
努
め
ら
れ

て
い
る
と
考
え
ま
す
。

③
あ
く
ま
で
も
任
意
団
体

で
あ
る
以
上
、
加
入
が
強

P
T
A
の

問
題
点
は

問

答

生活環境の変化に PTA は対応して
いるのか

PTA は教育の一翼を担っていると考
える

質　
問

　
始
め
に
、
現
在
の
P
Ｔ

Ａ
に
関
す
る
、
8
項
目
に

つ
い
て
町
の
考
え
は
。

篠
しの

　崎
ざき

　　聡
さとし

 議 員

質問者の録画映像
はこちらから

役員の負担が大きい

磐梯町は週2回
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質　
問

　
人
口
減
少
・
高
齢
化
が

進
む
中
、
町
消
防
団
に
つ

い
て
も
、
改
め
て
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

①
消
防
団
員
の
定
数
は
何

人
か
。

②
防
災
セ
ン
タ
ー
方
式
を

さ
ら
に
進
め
る
の
か
。

③
女
性
消
防
団
の
組
織

を
、新
た
に
作
れ
な
い
か
。

総
務
課
長

①
条
例
に
よ
り
定
数
は

５
０
０
人
で
す
が
、
現
在

は
３
５
７
人
で
７１
・
４
％
の

充
足
率
で
す
。

②
三
春
分
団
と
中
郷
分
団

を
除
く
、
５
分
団
が
セ
ン

タ
ー
方
式
に
よ
り
、
活
動

し
て
い
ま
す
。
２
つ
の
分

団
に
つ
き
ま
し
て
は
、
要

望
等
を
踏
ま
え
整
備
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

③
女
性
消
防
団
の
組
織
化

に
つ
い
て
は
、
消
防
力
の

強
化
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
活
動

内
容
な
ど
あ
り
方
つ
い
て
、

検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

あ
わ
せ
て
三
春
の
里
の
遊

具
エ
リ
ア
を
、
充
実
さ
せ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

質
問
2

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
土
曜
・
日
曜
の
利
用

は
で
き
な
い
の
か
。

子
育
て
支
援
課
長

　
利
用
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
に
よ
り
、
月
曜
日
か

ら
金
曜
日
の
運
営
と
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

土
曜
・
日
曜
の
イ
ベ
ン
ト

も
企
画
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

質
問
3

　
屋
内
遊
び
場
に
つ
い
て
。

子
育
て
支
援
課
長

　
屋
外
と
違
っ
て
、
管
理
・

運
営
の
仕
方
な
ど
を
総
合

的
に
考
え
て
、
既
存
の
町

の
施
設
を
利
活
用
し
て
、

造
る
こ
と
が
出
来
な
い
か

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

消

防

団

女性消防団の設置を

消防力の強化につながる

問

答

山
やま

　崎
ざき

　ふじ子 議 員

質問者の録画映像
はこちらから

楽しいね

子 供 の
遊 び 場

遊
具
な
ど
充
実
し
た
遊

び
場
が
必
要

三
春
の
里
の
エ
リ
ア
を

充
実
さ
せ
た
い

問答

質
問
１

　
子
育
て
環
境
の
一
つ
と

し
て
、
子
ど
も
の
遊
び
場

は
大
切
で
あ
る
。

①
三
春
町
内
に
あ
る
遊
び

場
は
、い
く
つ
あ
る
の
か
。

②
屋
内
遊
び
場
は
あ
る
の

か
。

③
駐
車
場
や
ト
イ
レ
が
あ

り
、
遊
具
が
あ
る
程
度
そ

ろ
っ
た
遊
び
場
を
作
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
。

子
育
て
支
援
課
長

①
６０
ケ
所
の
公
園
・
広
場

が
あ
り
ま
す
。

②
屋
内
遊
び
場
は
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
一
ヶ
所

で
す
。

③
モ
ン
ベ
ル
の
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
の
中
に
、
フ
ィ

ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ス

の
整
備
構
想
が
あ
り
ま
す
。

三春はラッパ隊で活躍
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動
画
や
滝
桜
で
の
多
言
語

音
声
ガ
イ
ド
の
導
入
を
行

っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も

環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。

②
案
内
板
の
ほ
と
ん
ど
が

現
在
は
日
本
語
表
記
で
あ

り
、
今
後
は
新
規
設
置
や

更
新
の
際
に
検
討
し
ま

す
。
ま
た
、
飲
食
店
の
メ

ニ
ュ
ー
表
記
は
各
団
体
と

連
携
し
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。

質
問
２

　
飲
食
店
な
ど
に
対
し
て

外
国
語
メ
ニ
ュ
ー
表
示
を

進
め
る
た
め
に
、
町
と
し

て
何
か
出
来
る
こ
と
は
無

い
か
。

産
業
課
長

　

各
飲
食
店
の
状
況
を
把

握
し
、
指
差
し
ボ
ー
ド
や

無
料
w 

i
-f
i
の
整
備

な
ど
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

町
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
観
光

問

答

案内板等へ多言語表記を

取り組みを進めたい

質
問
１

　
規
制
緩
和
で
世
界
各
国

か
ら
観
光
客
が
訪
れ
て
お

り
、
国
も
「
観
光
立
国
推

進
基
本
計
画
」
を
閣
議
決

定
し
た
。
訪
日
観
光
客
を

２
０
３
０
年
ま
で
に
３
、

０
０
０
万
人
に
増
や
そ
う

と
し
て
い
る
。

①
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
に

つ
い
て
、
町
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

②
外
国
語
の
表
記
を
、
町

内
の
案
内
板
や
飲
食
店
の

メ
ニ
ュ
ー
に
表
記
す
る
こ

と
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観

光
を
盛
り
上
げ
て
は
。

産
業
課
長

　
　
　
　
　
　

①
こ
れ
ま
で
も
観
光
P 

R

鈴
すず

　木
き

　利
とし

　一
かつ

 議 員

質問者の録画映像
はこちらから

質
問
１

　
町
で
は
L 

I 

N 

E
を
使

用
し
て
情
報
発
信
を
行
っ

て
お
り
、
デ
ジ
タ
ル
化
が

進
ん
で
情
報
発
信
の
中
心

に
な
っ
て
行
く
と
思
う
。

①
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
登
録
者

数
は
。

②
ス
マ
ホ
の
不
慣
れ
な
方

へ
の
説
明
会
の
開
催
が
必

要
で
は
。

副
町
長

　
　
　
　
　
　

①
５
月
末
で
約
9 

、

 

9 

6 

0

人
で
す
。

②
全
世
帯
が
デ
ジ
タ
ル
の

恩
恵
を
受
け
る
環
境
づ
く

り
を
図
っ
て
い
く
事
か
ら
、

高
齢
者
向
け
ス
マ
ホ
教
室

を
今
年
度
開
催
に
向
け
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

質
問
2

　
大
阪
の
あ
る
中
学
校
で

は
、
お
年
寄
り
を
対
象
に

ス
マ
ホ
教
室
を
開
催
し
て

好
評
で
あ
り
、
ま
た
中
学

生
に
も
変
化
が
あ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
取
組
み
を
し

て
は
ど
う
か
。

総
務
課
長

　
　
　
　
　
　

　
そ
の
よ
う
な
事
も
参
考

に
し
な
が
ら
、
受
注
業
者

と
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

町 の
公 式 LINE

ス
マ
ホ
の
取
扱
い
説
明

会
の
開
催
を

高
齢
者
向
け
教
室
を
今

年
度
に
開
催

問答

指さしでわかりやすく

これはどうすればいいの
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今
後
起
こ
り
う
る
極
端

な
高
温
も
見
据
え
て
、
熱

中
症
の
発
生
の
予
防
を
強

化
す
る
た
め
の
、
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

質
問
１

　
熱
中
症
か
ら
地
域
住
民

の
命
を
守
る
た
め
に
は
。

保
健
福
祉
課
長

　
　
　
　
　
　

　
防
災
無
線
や
町
広
報
紙
、

公
式
L 
I 

N 

E
等
活
用
し
、

熱
中
症
予
防
に
つ
い
て
普

及
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

質
問
２

　
高
齢
者
の
、
熱
中
症
に

対
す
る
、
予
防
意
識
を
育

て
る
た
め
に
は
。

保
健
福
祉
課
長

　
地
区
サ
ロ
ン
な
ど
高
齢

者
の
集
ま
る
機
会
を
捉
え

て
、
参
加
者
全
員
に
チ
ラ

シ
を
配
布
す
る
な
ど
、
熱

中
症
予
防
の
周
知
に
努
め

ま
す
。

質
問
３

　
高
齢
者
世
帯
の
、
エ
ア

コ
ン
整
備
や
点
検
を
促
す

た
め
に
は
。

保
健
福
祉
課
長

　

安
全
で
効
果
的
に
利
用

す
る
た
め
に
は
、
事
前
の

整
備
や
点
検
が
必
要
で
す
。

準
備
の
必
要
性
も
併
せ
て

呼
び
か
け
ま
す
。

質
問
４

　
エ
ア
コ
ン
の
利
用
控
え

に
つ
い
て
の
対
策
は
。

保
健
福
祉
課
長

　
今
後
猛
暑
日
が
続
く
よ

う
な
状
況
に
は
、
町
の
公

共
施
設
や
地
区
サ
ロ
ン
会

場
な
ど
の
、
エ
ア
コ
ン
が

整
備
さ
れ
た
施
設
を
開
放

し
緊
急
避
難
場
所
と
す
る

こ
と
に
つ
い
て
も
、
関
係

機
関
等
と
協
議
す
る
こ
と

で
、
課
題
を
整
理
し
対
応

で
き
る
よ
う
準
備
し
ま
す
。

熱
中
症
対
策

の

推

進

熱中症予防の意識を育てる取り組み

チラシ配布・各集会所へ
ポスター掲示

問

答

松
まつ

　村
むら

　妙
たえ

　子
こ

 議 員

質問者の録画映像
はこちらから

障がい者手
帳のアプリ

ミ
ラ
イ
ロ
I 

D
の
導
入

は合
理
的
配
慮
と
考
え
、

課
題
整
理
し
て
導
入

問答

質
問
１

　
障
が
い
者
手
帳
の
所
持

者
数
は
。

保
健
福
祉
課
長

　
　
　
　
　
　

　

５
月

３０
日
現
在
の
状
況

で
は
、
身
体
障
が
い
者
手

帳
６
１
６
名
、
精
神
保
健

福
祉
手
帳
１
６
７
名
、
療

育
手
帳
１
８
０
名
で
す
。

質
問
２

　
障
が
い
者
手
帳
を
提
示

し
て
、
割
引
を
受
け
ら
れ

る
公
共
施
設
は
。

保
健
福
祉
課
長

　
　
　
　
　
　

　

三
春
町
歴
史
民
俗
資
料

館
・
三
春
郷
土
人
形
館
・

旧
吉
田
家
住
宅
紫
雲
閣
・

さ
く
ら
湖
自
然
観
察
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の
５
施
設
で
す
。

町
営
バ
ス
事
業
で
は
、
福

祉
回
数
券
が
購
入
で
き
ま

す
。質

問
３

　
障
が
い
者
手
帳
に
換
え

て
、
ア
プ
リ
提
示
で
減
免

が
受
け
ら
れ
る
ミ
ラ
イ
ロ

I 

D
を
、
町
内
で
活
用
で

き
る
体
制
は
。

保
健
福
祉
課
長

　
　
　
　
　
　

　

町
と
し
て
速
や
か
に
課

題
を
整
理
し
、
導
入
に
向

け
て
取
り
組
み
を
行
う
考

え
で
す
。

猛暑の日はエアコンをつけましょう

現在の障がい者手帳
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１
つ
目
は
、
住
民
相
互

で
支
え
あ
う
地
域
の
た
ま

り
場
で
あ
る
「
サ
ロ
ン
事

業
」。
新
た
な
公
共
交
通

で
あ
る
「
お
で
か
け
応
援

隊
」。
ご
み
戸
別
収
集
な

ど
ス
タ
ー
ト
で
き
た
こ
と

で
す
。

　

２
つ
目
は
、
将
来
の
地

域
の
担
い
手
を
育
て
る
子

育
て
支
援
の
充
実
や
小
中

高
校
生
の
地
域
参
加
、
岩

江
地
区
へ
認
定
こ
ど
も
園

の
建
設
を
始
め
ま
し
た
。　
　

　

３
つ
目
は
、
地
域
経
済

活
性
化
対
策
と
し
て
デ
ジ

タ
ル
地
域
通
貨
「
み
は
る

カ
ー
ド
」、
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
の
発
行
、
モ
ン
ベ

ル
ス
ト
ア
の
誘
致
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

魅
力
あ
ふ
れ
る
町
の
資

源
を
大
切
に
、
さ
ら
に
三

春
町
を
活
性
化
さ
せ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

町

長

選

に
つ
い
て

問

答

９月の町長選に再出馬の考えは

再出馬いたします

質　
問

　
９
月
５
日
告
示
、
１０
日

投
票
の
町
長
選
が
近
づ
い

て
い
る
。
一
期
４
年
大
型

事
業
の
進
捗
を
含
め
、
選

挙
公
約
も
道
半
ば
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
公
約
を
前

進
さ
せ
、
達
成
に
向
け
再

出
馬
を
す
べ
き
と
思
う
が
、

考
え
は
。

町　
長

　

２
期
目
の
町
政
に
挑
戦

す
る
こ
と
を
決
意
し
、
三

春
町
長
選
挙
に
出
馬
い
た

し
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
を
踏
ま

え
、
大
き
く
３
つ
の
分
野

の
基
盤
整
備
に
力
を
注
い

で
参
り
ま
し
た
。

影
かげ

　山
やま

　初
はつ

　吉
きち

 議 員

質問者の録画映像
はこちらから

質
問
１

　
三
春
の
里
周
辺
に
モ
ン

ベ
ル
ス
ト
ア
が
出
店
予
定

で
あ
る
。
ア
ウ
ト
ド
ア
愛

好
者
や
、
モ
ン
ベ
ル
従
業

員
向
け
の
団
地
造
成
に
、

取
り
組
め
な
い
か
。

町　
長

　

三
春
の
里
周
辺
の
町
有

地
な
ど
は
、
ア
ウ
ト
ド
ア

環
境
の
創
出
を
図
る
た

め
、
現
時
点
で
は
想
定
し

て
い
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ん
。
モ
ン
ベ
ル

従
業
員
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つ
い
て
は
、
三
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に
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て
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だ
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る
よ
う
お
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い
し
ま
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。
住
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団
地
の
造
成
に

つ
い
て
、
旧
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中
学
校

跡
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い
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。
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２
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２
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湖
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摘
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感
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。
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取
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問答

環境がいいな
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地現 調 ポ ー トレ査

子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
（
御
木
沢
小
）

　定例会６月会議の際に現地調査を行いましたので、概要を紹介します。

文
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厚
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任
委
員
会

委
員
長　
　
　
　
　
松
村　
妙
子

副
委
員
長　
　
　
　
新
田　
信
二

委
員　
　
　
　
　
　
本
田　
忠
良　

①
目
的

令
和
４
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度
御
木
沢
小
学
校
増

改
築
の
確
認

②
立
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者
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育
課　

藤
井
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育
課
長
、
教

育
総
務
グ
ル
ー
プ
担
当
者

③
実
施
日

令
和
５
年
６
月
６
日

（
11
：
00 

～ 

12
：
00
）

１
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台
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膳
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仕
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。
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（
新
田　
信
二
）
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２
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り
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小
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を
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び
の
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楽
し
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い
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し

た
。

３
．図
書
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、
床
が
木
材
張
り

と
な
っ
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い
て
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天
井
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高
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間
と
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間
が
楽
し
め
る

フ
ロ
ア
で
し
た
。

特別支援教室（わかば2組）

家庭科室

図書室



「
議
会
だ
よ
り
第
１
７
２
号
」に
つ
い
て

・
中
郷
小
学
校
入
学
式
の
記
事
に
つ
い
て

知
り
合
い
の
区
長
と
話
し
た
が
、「
こ
れ

良
い
よ
ね
」
と
言
っ
て
い
た
。
何
故
か

聞
く
と
、「
児
童
が
５
名
し
か
入
学
し
な

い
が
、
き
ち
ん
と
記
事
と
し
て
掲
載
し

て
い
る
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
人
数

が
少
な
く
て
も
一
生
懸
命
や
っ
て
い
る

様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
良
い
。

　
議
会
で
は
、
年
４
回
発
行
す
る

議
会
だ
よ
り
に
対
し
て
、ご
意
見
・

ご
感
想
な
ど
を
モ
ニ
タ
ー
の
皆
様

か
ら
い
た
だ
き
、
編
集
・
発
行
に

活
か
し
て
い
ま
す
。

　
６
月
20
日
に
、
初
め
て
モ
ニ

タ
ー
の
皆
さ
ん
と
広
報
広
聴
特
別

委
員
に
よ
る
意
見
交
換
会
を
開
催

し
ま
し
た
。平
日
の
お
忙
し
い
中
、

ご
参
加
く
だ
さ
り
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

01

・
良
い
と
思
う
。
地
域
の
こ
と
を
言
葉
に

出
し
て
、「
こ
れ
は
こ
う
い
う
こ
と
な

ん
だ
よ
」と
い
う
こ
と
で
載
せ
る
の
も

１
つ
の
手
だ
と
思
う
。

・
昔
の
も
の
が
あ
れ
ば
、
承
諾
を
も
ら
っ

た
後
に
お
借
り
し
て
、「
こ
れ
は
○
年

頃
の
も
の
で
」と
紹
介
す
る
や
り
方
も

あ
る
の
で
は
。

・
以
前
、
八
幡
町
の
獅
子
舞
を
テ
レ
ビ
等

で
見
た
と
き
に「
素
晴
ら
し
い
も
の
が

あ
る
な
」と
思
っ
た
が
、
い
つ
だ
ろ
う

と
思
っ
て
み
る
と
、
既
に
時
期
が
過
ぎ

て
い
る
こ
と
が
あ
っ
た
。そ
の
た
め
、「
昔

は
こ
う
い
う
も
の
が
あ
り
、
い
つ
の
写

真
で
、
い
つ
や
る
の
か
」と
い
っ
た
形

で
書
い
て
も
ら
え
れ
ば「
今
度
、
そ
の
時

期
に
行
っ
て
み
よ
う
」と
考
え
る
と
思

う
。
ど
う
し
て
も
行
事
が
終
わ
っ
て
か

ら
広
報
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

・
ど
う
し
て
も
文
章
よ
り
写
真
を
見
る
人

が
多
い
と
思
う
。

・
１
回
だ
け
で
は
な
く
、
再
度
や
っ
て
み

た
も
の
を
掲
載
す
る
と
、「
こ
う
い
う

こ
と
も
や
っ
て
い
る
ん
だ
な
」
と
思

う
の
で
は
。

特
集
記
事
に
つ
い
て

03

・
読
む
の
が
大
変
で
あ
る
。

・
文
字
が
大
き
い
と
良
い
。
老
眼
鏡
を
か

け
て
読
ん
で
い
る
う
ち
に
目
が
疲
れ
て

読
む
の
が
大
変
で
あ
る
。

・
読
ん
で
い
る
と
、
前
の
行
が
何
だ
か
、
分

か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
た
だ
目
で

追
っ
て
い
る
だ
け
に
な
る
。

専
門
用
語
の
使
用
に
つ
い
て

05

・
具
体
的
な
質
問
形
式
に
し
て
ほ
し
い
。

・
気
楽
な
感
じ
で
言
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

緊
張
感
の
あ
る
話
し
合
い
も
、
た
ま
に

は
良
い
か
と
思
う
が
。

・
○×

方
式
に
し
て
ほ
し
い
。

モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

04

・
ど
ん
と
祭（
第
１
７
１
号
表
紙
）は
本
当

に
感
動
し
た
。

・
や
は
り
人
が
入
っ
た
方
が
表
紙
は
良
い
。

親
し
み
や
す
い
。
ど
ん
な
人
が
写
っ
て

い
る
の
か
見
る
と
思
う
。

・「
議
会
報
に
出
し
ま
す
か
ら
」と
言
わ
れ

た
ら「
じ
ゃ
あ
い
い
で
す
」と
言
う
人
も

い
る
の
で
は
。

議
会
だ
よ
り
に
お
け
る

写
真
の
掲
載
に
つ
い
て

02

モニターさん  と意見交換会

16



「
議
会
だ
よ
り
第
１
７
２
号
」に
つ
い
て

・
中
郷
小
学
校
入
学
式
の
記
事
に
つ
い
て

知
り
合
い
の
区
長
と
話
し
た
が
、「
こ
れ

良
い
よ
ね
」
と
言
っ
て
い
た
。
何
故
か

聞
く
と
、「
児
童
が
５
名
し
か
入
学
し
な

い
が
、
き
ち
ん
と
記
事
と
し
て
掲
載
し

て
い
る
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
人
数

が
少
な
く
て
も
一
生
懸
命
や
っ
て
い
る

様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
良
い
。

　
議
会
で
は
、
年
４
回
発
行
す
る

議
会
だ
よ
り
に
対
し
て
、ご
意
見
・

ご
感
想
な
ど
を
モ
ニ
タ
ー
の
皆
様

か
ら
い
た
だ
き
、
編
集
・
発
行
に

活
か
し
て
い
ま
す
。

　
６
月
20
日
に
、
初
め
て
モ
ニ

タ
ー
の
皆
さ
ん
と
広
報
広
聴
特
別

委
員
に
よ
る
意
見
交
換
会
を
開
催

し
ま
し
た
。平
日
の
お
忙
し
い
中
、

ご
参
加
く
だ
さ
り
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

01

・
良
い
と
思
う
。
地
域
の
こ
と
を
言
葉
に

出
し
て
、「
こ
れ
は
こ
う
い
う
こ
と
な

ん
だ
よ
」と
い
う
こ
と
で
載
せ
る
の
も

１
つ
の
手
だ
と
思
う
。

・
昔
の
も
の
が
あ
れ
ば
、
承
諾
を
も
ら
っ

た
後
に
お
借
り
し
て
、「
こ
れ
は
○
年

頃
の
も
の
で
」と
紹
介
す
る
や
り
方
も

あ
る
の
で
は
。

・
以
前
、
八
幡
町
の
獅
子
舞
を
テ
レ
ビ
等

で
見
た
と
き
に「
素
晴
ら
し
い
も
の
が

あ
る
な
」と
思
っ
た
が
、
い
つ
だ
ろ
う

と
思
っ
て
み
る
と
、
既
に
時
期
が
過
ぎ

て
い
る
こ
と
が
あ
っ
た
。そ
の
た
め
、「
昔

は
こ
う
い
う
も
の
が
あ
り
、
い
つ
の
写

真
で
、
い
つ
や
る
の
か
」と
い
っ
た
形

で
書
い
て
も
ら
え
れ
ば「
今
度
、
そ
の
時

期
に
行
っ
て
み
よ
う
」と
考
え
る
と
思

う
。
ど
う
し
て
も
行
事
が
終
わ
っ
て
か

ら
広
報
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

・
ど
う
し
て
も
文
章
よ
り
写
真
を
見
る
人

が
多
い
と
思
う
。

・
１
回
だ
け
で
は
な
く
、
再
度
や
っ
て
み

た
も
の
を
掲
載
す
る
と
、「
こ
う
い
う

こ
と
も
や
っ
て
い
る
ん
だ
な
」
と
思

う
の
で
は
。

特
集
記
事
に
つ
い
て

03

・
読
む
の
が
大
変
で
あ
る
。

・
文
字
が
大
き
い
と
良
い
。
老
眼
鏡
を
か

け
て
読
ん
で
い
る
う
ち
に
目
が
疲
れ
て

読
む
の
が
大
変
で
あ
る
。

・
読
ん
で
い
る
と
、
前
の
行
が
何
だ
か
、
分

か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
た
だ
目
で

追
っ
て
い
る
だ
け
に
な
る
。

専
門
用
語
の
使
用
に
つ
い
て

05

・
具
体
的
な
質
問
形
式
に
し
て
ほ
し
い
。

・
気
楽
な
感
じ
で
言
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

緊
張
感
の
あ
る
話
し
合
い
も
、
た
ま
に

は
良
い
か
と
思
う
が
。

・
○×

方
式
に
し
て
ほ
し
い
。

モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

04

・
ど
ん
と
祭（
第
１
７
１
号
表
紙
）は
本
当

に
感
動
し
た
。

・
や
は
り
人
が
入
っ
た
方
が
表
紙
は
良
い
。

親
し
み
や
す
い
。
ど
ん
な
人
が
写
っ
て

い
る
の
か
見
る
と
思
う
。

・「
議
会
報
に
出
し
ま
す
か
ら
」と
言
わ
れ

た
ら「
じ
ゃ
あ
い
い
で
す
」と
言
う
人
も

い
る
の
で
は
。

議
会
だ
よ
り
に
お
け
る

写
真
の
掲
載
に
つ
い
て

02
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「
み
は
る
議
会
だ
よ

り
」
モ
ニ
タ
ー
の
皆
様

に
は
、
議
会
だ
よ
り
発

行
に
際
し
、
多
大
な
る

ご
支
援
、
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
に
感

謝
と
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
広
報
発
行
に
あ
た
り

ま
し
て
は
、
書
記
の
立

案
を
元
に
モ
ニ
タ
ー
さ

ん
か
ら
の
ご
意
見
や
ご

感
想
等
を
参
考
に
、
委

員
会
メ
ン
バ
ー
で
協
議

を
行
い
、
よ
り
見
や
す

く
興
味
を
得
ら
れ
る
よ

う
な
工
夫
を
し
な
が

ら
、
一
丸
で
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　
地
域
活
動
の
様
子
や

地
区
で
行
わ
れ
て
い
る

伝
統
文
化
等
、
町
内
で

取
り
組
ん
で
い
る
情
報

を
も
と
に
、
記
事
を
掲

載
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
取
材
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
我
が
町
に
は
、
ま
だ

ま
だ
知
ら
れ
な
い
伝
統

文
化
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
地
域
の
皆
様
、
ど

ん
な
情
報
で
も
結
構
で

す
の
で
、
引
き
続
き
議

会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
情

報
提
供
頂
け
た
ら
あ
り

が
た
い
で
す
。

　

委
員
会
で
は
そ
の

他
、
全
国
町
村
議
会
広

報
コ
ン
ク
ー
ル
で
毎
年

優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
、

取
り
組
ん
で
い
る
議
会

に
出
向
き
、
意
見
交
換

や
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
き
、
紙
面
づ
く
り
に

活
か
し
て
き
ま
し
た
。

　
苦
労
も
あ
り
ま
し
た

が
、
や
り
が
い
の
あ
る

委
員
会
で
し
た
。

皆さんの声を記事へ

広報広聴特別委員長　佐
さとうかずや

藤一八

写真を撮る委員長

子供達へインタビュー

オリンピアンへインタビュー

皆様に感謝を込めて
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　たくさんのご意見・ご感想をいただきましたが、紙面の都合上、すべてを掲載できないため主な
ご意見・ご感想の紹介とさせていただきます。
　皆様からいただいた貴重なご意見は、一般質問のみならず、今後の議会活動全般に生かして参り
ます。ご協力誠にありがとうございました。

令和５年定例会６月会議一般質問アンケート令和５年定例会６月会議一般質問アンケート

アンケート結果　傍聴者 46 名　回答者 28 名　回答率 60.9％

意見・感想

・ マイクを使っているわりには、言葉がはっきり聞こえなかったです。女性の２人は質問の声がはっ
　きりしていました。
・ 消防団についてですが、議員も同じく三春町も男性社会のようです。まず、そこから考え直してい
　かないといけないのではないでしょうか。男女で性別関係なく求めたらいいのではないでしょうか。

議員の質問内容

おおむね
理解できた 56%

理解できた
26%

あまり理解
できなかった
15%

理解できなかった
3%

町長等の答弁内容

おおむね
理解できた 62%

理解できた
31%

あまり理解
できなかった

4%

理解できなかった
3%

意見交換会 希望団体募集意見交換会 希望団体募集
開催期間　10 月 23 日（月）～ 11 月 22 日（水）※左記期間以外も開催可能です。
対象団体など　５名以上の参加が見込まれる町内の団体・町民グループ
テーマ　①人口減少対策　②高齢化対策　③地域活性化対策 　④子育て支援　⑤公共施設の整備
　　　　また、申込団体の皆さんが別途、テーマを自由に決めることもできます。
申込期間・申込方法
▼申込期間　９月１日（金）～ 10 月 31 日（火）
▼申込方法　「令和５年度町民と議会との意見交換会開催申込書」に、必要事項を記入の
　　　　　　うえ、議会事務局に提出してください。
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地元の活動
　広報広聴特別委員会の影山初吉委員が、地元の活動を取材しました。お話しを伺った壁寸とみ子様
より、記事をご提供頂きましたので、掲載いたします。

“
元
気
か
～
い
！
”は
2
0
1
1

年
1
月
か
ら
月
2
回（
第
1・

第
3
火
曜
日
開
催
）
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

岩
江
セ
ン
タ
ー
長
の
伊
丹

さ
ん
が
事
務
局
と
な
り
資
料
作

成
、会
の
進
行
を
し
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
知
識
コ
ー
ナ
ー
（
こ

れ
を
覚
え
て
お
く
と
ワ
イ
ル
ド

だ
ぜ
！
）
と
、
今
話
題
に
な
っ

て
い
る
事
（
世
界
・
日
本
・
地

域
な
ど
）
情
報
提
供
や
、
参
加

者
同
士
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
し
て
い
ま
す
。
日
々
私
た
ち

は
、
新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
等
を
意

識
し
て
、情
報
を
得
て
い
ま
す
。

一
人
一
人
の
発
言
が
、
参
加
者

の
知
識
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
支
援
も

行
っ
て
い
ま
す
。
4
月
に
は
新

一
年
生
が
一
日
も
早
く
学
校
生

活
に
慣
れ
、
教
員
の
負
担
軽

減
に
つ
な
が
れ
ば
と
「
給
食

支
援
」。
幼
稚
園
児
の
サ
ツ
マ

イ
モ
植
え
付
け
支
援
。
10
月
に

は
小
学
5
年
生
の
ミ
シ
ン
支

　

上
舞
木
な
か
よ
し
会
は
、
支

え
あ
う
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、

令
和
2
年
12
月
に
、
地
区
の
民

生
委
員
と
健
康
推
進
委
員
が
主

と
な
り
、
立
ち
上
が
っ
た
サ
ロ

ン
で
す
。開
催
は
、月
2
回（
第

2
・
第
4
火
曜
日
）
10
時
か
ら

12
時
ま
で
、
20
人
以
上
の
参
加

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

何
を
し
た
ら
い
い
の
か
、
試

行
錯
誤
の
一
年
で
し
た
。
開
催

案
内
を
班
毎
に
回
覧
し
、
参
加

希
望
者
を
募
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
百
歳
体
操
、
カ
ミ

カ
ミ
体
操
、
体
験
研
修
（
手
洗

い
、
熱
中
症
、
防
災
に
つ
い
て
や

A
E
D
の
使
い
方
、
防
犯
な
ど
）

ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
、
ボ
ッ
チ

ャ
、
ゲ
ー
ム
な
ど
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
「
お
は
よ
う
」「
変
わ
り
な
か
っ

た
」「
暑
い
ね
」
な
ど
と
、
日
常

の
た
わ
い
な
い
会
話
か
ら
始
ま

り
、
近
況
報
告
な
ど
笑
い
声
が

聞
こ
え
ま
す
。
活
動
が
始
ま
る

と
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
、
研
修

援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
子
供

た
ち
に
と
っ
て
は
地
域
の
大
人

（
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
）

と
交
流
を
持
つ
機
会
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

私
た
ち
に
と
っ
て
も
、
子
供

た
ち
と
接
す
る
こ
と
で
、
元
気

を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
地
域
と
の
か
か
わ
り
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
活
動
し
て

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
健
康
サ
ー
ク
ル
“
元
気
か
～
い
！

　
健
康
サ
ー
ク
ル
“
元
気
か
～
い
！
””

　
上
舞
木
な
か
よ
し
会

　
上
舞
木
な
か
よ
し
会

を
受
け
た
り
体
操
を
行
っ
て
い

ま
す
。チ
ー
ム
ご
と
の
ゲ
ー
ム
は
、

高
齢
者
と
は
思
え
な
い
パ
ワ
ー

で
、
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

体
を
動
か
し
、頭
を
使
い
、笑
い
、

地
域
の
人
と
会
話
す
る
こ
と
で

元
気
を
蓄
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
元
気
で
生
き

生
き
と
し
た
日
常
生
活
が
で
き

る
よ
う
、
活
動
し
て
い
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

おいしく盛りつけようね

指先を使って
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議会活動日誌議会活動日誌
　議会活動を広く町民の皆さんにお知らせするため、議会主催の会議・意見交換会、町などが
主催して議員が出席した行事を掲載します。今回は、令和５年４月から令和５年６月までの議
会活動をお知らせします。
　なお、名称は簡潔に表記している場合がありますので、ご了承ください。

4月
　２日　・消防団辞令交付式
　３日　・職員辞令交付式
　　　　・区長委嘱状交付式
　６日　・町立小・中学校入学式
　７日　・三春町営ジム開所式
　９日　・旧吉田家住宅紫雲閣オープン式
　　　　・御木沢地区消防防災センター
　　　　　引き渡し式
１７日　・三春町衛生処理センター開設式
　　　　・議会書記辞令交付式
１９日　・区長会通常総会
２０日　・明徳大学入学式・始業式
２１日　・全員協議会　
２３日　・みはる春のおどり
２７日　・三春町ゲートボール協会長杯GB大会
　　　　・正和会総会
　　　　・商工会女性部通常総会
２８日　・田村地方町村議会議長会総会
　　　　　（小野町）
　　　　・役友会定期総会
　　　　・三春町教職員着任式
　　　　・三春交流館運営協会総会

１１日　・町長杯ゲートボール大会
１２日　・交通安全協会三春連合会総会
１６日　・田村西部工業団地振興財団理事会
　　　　　（田村市）
１７日　・三春町商工会通常総代会
１９日　・全員協議会

２１日　・三春町消防団春季検閲式
２３日　・全国町村議会議長・副議長研修会
　　　　　（東京都）
　　　　・県南地方町村議会議長会連絡協議会
　　　　　意見交換会
２４日　・郡山法人会三春支部報告会・
　　　　　会員懇談会
２５日　・議長杯ゲートボール大会
　　　　・NPO法人三春町国際交流協会総会
２６日　・三春町シルバー人材センター定時総会
２８日　・田村森林組合通常総代会（田村市）
３０日　・議会運営委員会
　　　　・田村地区交通安全協会定期総会・
　　　　　意見交歓会

5月

6月
　２日　・定例会６月会議（～６月７日）
　４日　・沢石地区親善球技大会
　　　　・県中支部ゲートボール大会
　５日　・県町村議会議長会定期総会
　８日　・三春さくらの会理事会及び総会
１１日　・さくら湖マラソン大会
１４日　・戦没者追悼式慰霊祭
１６日　・三春町食品営業者組合総会懇親会
１８日　・御木沢地区球技大会
　　　　・ファームパークいわえ花と音楽祭
　　　　・福島県消防協会田村支部幹部大会
　　　　　（田村市）
２０日　・みはる議会だよりモニターと
　　　　　議会との意見交換会
２２日　・永年勤続職員表彰式
２６日　・三春秋まつり実行委員会
２７日　・町村議会広報研修会（福島市）
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三
春
町
議
会
議
員
の
６
名
の
議
員
が
、
福
島
県
町
村
議

会
自
治
功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
弘
議
員
は
、
昭
和
62
年
10
月
か
ら
平
成
11
年
９
月

ま
で
の
12
年
間
と
、
平
成
19
年
10
月
か
ら
現
在
に
至
る
ま

で
15
年
間
に
わ
た
り
議
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
住
民
の
福

祉
向
上
や
地
方
自
治
振
興
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

佐
藤
一
八
議
員
は
、
平
成
15
年
10
月
か
ら
現
在
に
至
る

ま
で
20
年
間
に
わ
た
り
議
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
住
民
の

福
祉
向
上
や
地
方
自
治
振
興
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
田
忠
良
議
員
、
橋
本
善
次
議
員
、
鈴
木
利
一
議
員
、

三
瓶
文
博
議
員
は
、
平
成
23
年
10
月
か
ら
現
在
に
至
る
ま

で
12
年
間
に
わ
た
り
議
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
住
民
の
福

祉
向
上
や
地
方
自
治
振
興
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

第
20
回
三
春
町
議
会
議
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
、
５
月
25
日
に
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
、
13
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
日
ご
ろ
の
練
習

の
成
果
を
発
揮
し
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
優
勝
目
指

し
て
、
一
生
懸
命
の
プ
レ
ー
を
展
開
し
て
い
ま
し

た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

<

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会>

・
優
勝　
　
　

八
雲
会
チ
ー
ム

・
準
優
勝　
　

岩
江
Ｂ
チ
ー
ム

・
第
３
位　
　

熊
耳
チ
ー
ム

・
第
４
位　
　

桜
寿
会
Ｂ
チ
ー
ム

　

第
46
回
三
春
町
議
会
議
長
杯
野
球
大
会

が
、
５
月
28
日
に
町
営
野
球
場
で
４
チ
ー
ム

が
出
場
し
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
選
手
は
随
所
に
好
プ
レ
ー
を
見
せ
、

気
持
ち
良
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

<
野
球
大
会
>

・
優
勝　
　
　

日
本
化
学
三
春

・
準
優
勝　
　

三
春
町
役
場

福
島
県
町
村
議
会
自
治
功
労
者
表
彰

福
島
県
町
村
議
会
自
治
功
労
者
表
彰

議
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催

議
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催

議
長
杯
野
球
大
会

議
長
杯
野
球
大
会
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◇◆◇ 請願・陳情の手続き ◇◆◇
　三春町議会では、町政などについて町民の皆さんの希望や要望を、請願・陳情として受け付けしています。
◆提出方法　　
　議会事務局（役場３階）へご持参ください。
◆受付締切
　議会定例会議開催日７日前までとなります。
◆様式等
　特に決まっていませんが、次の事項は必ず記載願います。
　① 件名○○に関する請願書、○○に関する陳情書など　　② 提出年月日　　③ 提出者住所 ･ 氏名・印鑑
　④ 紹介議員氏名・印鑑（請願のみ） 　⑤ 請願・陳情要旨
　⑥ 関係機関への意見書の提出を求める場合には、意見書案　　⑦ 三春町議会議長宛
　※ 陳情については、内規により原則として、町内に関する事項・内容などについて提出されたものを審議　　
　　 することとし、それ以外または郵送によるものは議員へ配付のみとなっています。

◇◆◇ 議会の開議予定 ◇◆◇
◆議会定例会議開議予定
　次の議会は定例会９月会議です。８月１８日（金）開議、１９日（土）の一般質問を予定しています。
　なお、今年は９月に町長・町議会議員選挙が予定されているため、例年より早い開議となります。
◆議会開議広報
　議会の開議は、議会だより号外、議会ホームページ、防災行政無線、役場前掲示板などでお知らせします。
　（http://www.town.miharu.fukushima.jp/site/gikai/）
◆議会傍聴
　傍聴ご希望の方は、本会議当日に役場３階議場までお越しください。入口で「傍聴人受付票」をご記入　
　の上、傍聴となります。
　なお、役場３階議場での傍聴のほかに、一般質問の際には２階桜ホール等にて映像でご覧いただけます
　ので、一般質問傍聴の際にはご利用ください。
◇本会議・委員会共通
　①一人一枚の個票になっている傍聴人受付票へ氏名・住所・電話番号を記入し、受付ボックスにお入れく
　　ださい。
　②写真撮影や録音等を行う場合は、会議の進行を妨げない範囲でお願いします。
◇本会議
　団体で傍聴する場合は、傍聴人受付名簿に記入し、議会事務局へ提出してください。
◆委員会開催
　議会には、議会運営委員会と、総務・経済建設・文教厚生の３つの常任委員会、広報広聴の特別委員会が
　あり、会期中に開催されます。

今 

月 

の 

表 

紙

　

三
春
町
議
会
で
は
、
６
年
前
よ
り
議
会
だ

よ
り
の
モ
ニ
タ
ー
を
、
町
民
の
皆
様
に
お
願

い
し
て
き
ま
し
た
。
２
年
任
期
で
、
感
想
や

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今

回
、
は
じ
め
て
モ
ニ
タ
ー
さ
ん
と
直
接
意
見

交
換
が
で
き
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

「
苦
労
さ
れ
て
い
る
の
が
分
か
る
の
で
、
き

び
し
い
指
摘
は
な
か
な
か
で
き
な
い
」な
ど
、

私
た
ち
の
思
い
や
苦
労
を
察
し
て
く
だ
さ

り
、
大
変
励
み
に
な
り
ま
し
た
。
よ
り
い
っ

そ
う
、「
議
会
だ
よ
り
」を
手
に
取
っ
て
読
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

（
山
崎
ふ
じ
子
）

参加者
　渡辺憲三氏、川上昭子氏、熊田勝知氏、佐藤弘議長、
　佐藤一八委員長、山崎ふじ子副委員長、篠崎聡委員、
　橋本善一郎委員
※影山初吉委員は公務により欠席
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広報広聴特別委員会 委員長／佐藤一八　副委員長／山崎ふじ子　　
委　員／篠崎聡　　橋本善一郎　　影山初吉

◆ 応募方法  クイズの答え、氏名、住所、年齢に加え「議会」や「みはる議会だよ
り」に対するご意見、ご感想を併せて記入のうえ、はがき、または
ＦＡＸで送付（送信）してください。また、Ｅ-mail での応募も受け付
けますので、必要事項を記入のうえ、下記のアドレスまで送信して
ください。正解者の中から、抽選で３名の方に１,０００円分の商品
券を差し上げます。当選は発送をもって代えさせていただきます。

◆ 送 付 先   〒963-7796　三春町字大町１－２　三春町議会事務局
　　　　　　 Ｅ-mail　gikai@town.miharu.fukushima.jp
◆ 締 切 日　８月１８日（金）（当日消印有効）
※ 前回は 11 件の応募をいただき、ありがとうございました。
※ 応募いただいた方の個人情報は、このクイズ以外の目的には使用しません。

前回の答え
②

発行／福島県三春町議会　　編集／広報広聴特別委員会
住所／〒９６３－７７９６　福島県田村郡三春町字大町１番地の２
電話／０２４７－６２－８１２４　FAX ／０２４７－６１－２３１０
E-mail ／ gikai@town.miharu.fukushima.jp

みはる議会だよりみはる議会だより
スマートフォンへスマートフォンへ

配信中 !配信中 !

三春町において、住宅研究会が中心になり、宅地の造成や建売分譲などを計画
しているところですが、この場所はどこでしょうか。次の３つからお選びください。
①旧中郷中学校跡地　　②旧中妻中学校跡地　　③旧南原交通公園跡地

第37回議会クイズ
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念
仏
講
（
和
讃
念
仏
）
御
木
沢
地
区
七
草
木

　
今
回
は
、
御
木
沢
地
区
七
草
木
で
、
郷
土
史
を
研
究
し

て
い
る
橋
本
吉
雄
先
生
に
、
お
話
を
伺
う
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　
橋
本
先
生
か
ら
、
寄
稿
し
た
い
と
い
う
申
し
出
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
原
文
の
ま
ま
掲
載
い
た
し
ま
す
。

『
念
仏
講
（
和
讃
念
仏
）

念
仏
か
ら
く
る
か
ら
絲
は　
三
百
八
筋
に
又
八
筋

黄
金
の
小
盆
に
積
み
上
げ
て　
極
楽
浄
土
に
舟
で
や
る

極
楽
浄
土
の
真
ん
中
に　
黄
金
の
お
堂
が
み
積
み
よ
る

左
の
お
堂
を
見
申
せ
ば　
地
蔵
菩
薩
が
お
立
ち
あ
る

右
な
る
お
堂
を
見
申
せ
ば　
お
釈
迦
に
達
磨
が
お
立
ち
あ
る

我
ら
が
前
な
る
み
の
水
は　
今
朝
ま
で
濁
ら
ぬ
は
や
濁
る

地
に
も
天
に
も
地
蔵
さ
え　
助
け
た
ま
え
や
あ
り
が
た
や

南
無
阿
弥
陀
仏　
な
む
あ
み
だ

南
無
阿
弥
陀
仏　
な
む
あ
み
だ

　
毎
年
、
春
秋
彼
岸
の
中
日
に
、
阿
弥
陀
如
来
を
中
心
に

し
て
、
各
戸
の
先
祖
の
位
牌
が
並
ぶ
祭
壇
を
前
に
、
組
毎

に
数
珠
の
大
き
な
輪
に
合
わ
せ
て
座
り
、念
仏
が
始
ま
る
。

や
が
て
、
唱
和
が
岸
に
寄
せ
る
さ
ざ
波
の
よ
う
に
、
祈
り

を
の
せ
て
祭
壇
に
浸
み
て
い
く
。
こ
こ
は
七
草
木
の
草
光

山
阿
弥
陀
院
尊
陽
寺
で
あ
る
。
こ
の
写
真
は
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
拡
大
防
止
対
策
以
前
の
念
仏
講
の
情
景
で
あ
り
、
春

秋
彼
岸
に
は
墓
地
管
理
人
（
主
に
男
性
）
と
輪
番
制
の
念

物
講
当
番
が
世
話
人
と
な
っ
て
進
行
を
務
め
て
き
た
。
集

団
活
動
の
制
約
が
あ
っ
た
３
年
の
間
に
、
集
ま
り
方
に
変

化
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
今
日
、
地
域
の
人
々
の
絆

と
長
く
守
り
継
が
れ
て
き
た
そ
の
土
地
の
伝
承
文
化
を
、

絶
や
し
た
く
な
い
と
切
に
願
う
の
で
あ
る
。』

　
伝
統
文
化
が
廃
れ
て
し
ま
う
前
に
、
平
常
通
り
行
わ
れ

る
こ
と
を
望
み
ま
す
。（
篠
崎　
聡
）

女性だけの念仏講 お世話役は男性


